
第４回荒川区新庁舎整備基本構想・基本計画策定委員会【議題の概要】令和 8年 2月 1 8 日（水）

１ 基 本 理 念 ・ 基 本 指 針 ・ 整 備 方 針 の 決 定 に つ い て

資料１

主 な 委 員 会 意 見 と 最 終 案 で の 変 更 点 等

あらかわの魅力をひらき、すべての人にやさしい、未来とつながる庁舎

基本理念

基本指針

窓口機能

案内機能
（動線計画）

待合機能

災害対策
構造・設備

災害対策本部
（拠点）機能

執務機能

議会機能

環境性能
（建物・設備）

周辺環境への配慮

交流機能

集まる
場所づくり

あらかわらしさ
（建物外観・内観
建物機能）

周辺との調和

整備方針

共通機能： ＤＸ、セキュリティ、ユニバーサルデザイン

将来変化への
対応

建設及び維持
経費等の縮減

２ 荒 川 区 新 庁 舎 整 備 基 本 構 想 ・ 基 本 計 画 （ 中 間 ま と め ）

第１回 新庁舎整備の背景

第２回 基本理念・基本指針・整備方針の検討Ⅰ

第３回 基本理念・基本指針・整備方針の検討Ⅱ

第４回 基本構想・基本計画 中間まとめ

第５回 新庁舎に必要となる機能の詳細検討

第６回 建築にかかる詳細検討

第７回 事業の諸条件整理

第８回 基本構想・基本計画 まとめ

中 間 ま と め

荒川区新庁 舎整 備 基 本 構想・ 基 本 計画

（今回配付）

今回までの議論をA４形式の中間報告書としてまとめたもので、記載
される情報は、基本的に今回委員会までの資料及び議事内容に基づくも
のです。

基本構想・基本計画は、「荒川区新庁舎整備基本方針」を踏まえ、新
庁舎に求められる機能を具体化するとともに、規模や空間構成の方針、
事業計画など、新庁舎整備に関する基本的な考え方を定めるものです。
本委員会として、区長に報告するための、最終報告書となります。

基 本 構 想 ・ 基 本 計 画 書 と は

指針１

誰もが
利用しやすい

庁舎

指針３

区民を守る
安全・安心の
拠点となる庁舎

指針２

機能的・効率的
で働きやすい

庁舎

指針４

長寿命で
可変性のある

庁舎

指針７

まちとつながり
区民の誇りと
なる庁舎

指針５

環境に配慮した
庁舎

指針６

人々が集える
庁舎

施設の使われ方に関する指針 施設の役割・構造に関する指針 環境・ひと・まちとのつながりに関する指針

事務局最終案としては、各指針と関連のあるフレーズを整理して、
委員会意見を踏まえて総合的に検討した結果、１つの基本理念にま
とめました。

事務局最終案
基 本 理 念

• ビジョンであるから短い方がいい
• 理念はすっと入ってくるようなもの
• ハード面とソフト面で分けてはどうか
• 理念と指針で同じ言葉を使わない方がいい

＜ 委 員 会 意 見 ＞

＜ 変 更 点 等 ＞

• 「区民サービス」と「執務環境」は違うもの。線引きは必要だ
が、相似性があるため指針の並び順は検討してもよいのでは

• 環境面の指針については、表現を検討した方がよい

① 指針の並び順を変更しました。
② 指針５を変更しました。

• 複数にまたがる機能は「共通機能」としてまとめた方がよい。
• 「ライフサイクルコスト」という言葉は、すこしわかりづらい
• 「あらかわらしさ」については、十分議論を深めたほうがよい

① 「共通機能」を設けました。
② 指針４に紐づく整備方針を変更しました。
③ 指針７に紐づく整備方針を変更しました。

基 本 指 針

＜ 委 員 会 意 見 ＞

＜ 変 更 点 等 ＞

整 備 方 針

＜ 委 員 会 意 見 ＞

＜ 変 更 点 等 ＞

３ 次 回 以 降 の 検 討 内 容

令 和 7 年 度 基 本 構 想 の 検 討

令 和 8 年 度 基 本 計 画 の 検 討

本日の資料後半の説明では、基本計画の検討として
来年度（５回～８回目委員会）で議論いただく内容の
概略を説明いたします。

＜中間まとめの決定の流れ＞

本日 中間まとめ（案）の配付
（本日の議論を踏まえて、最終案を作成します。）

３月上旬 最終案の送付
３月中旬 委員意見の受付
３月下旬 「中間まとめ」完成
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